
Round.04　AUTOPOLIS
第４戦　オートポリス

フリー走行

2022 年５月 22 日（日）
決勝

天候：晴れ　路面：ドライ

#38　坪井 翔
決勝：13 位

#39　阪口 晴南
決勝：８位

　５月 21 日（土）に行われた公式予選では、フリー走行で
大きな手ごたえを感じていながら、予選 Q1 でうまくタイ
ヤをウォームアップできない不運で、まさかの Q2 進出を
逃してしまった坪井翔。一方で、阪口晴南は予選で大きくポ
テンシャルを上げ Q2 に進出、不振脱却への光明を見出した。

　予選 Q2 こそ青空が出はじめたものの、この週末曇りが
ちだったオートポリスだが、５月 22 日（日）の決勝日は朝
から晴天に恵まれた。気温もグングンと上昇し、午前 10 時
15 分から行われた 30 分間のフリー走行は気温 17℃、路
面温度 31℃という暑さのなかでスタートした。
　コースオープンとともに坪井、阪口ともにコースインし、
決勝レースに向けたロングランのセットアップを進めにいく
が、開始２分で赤旗が提示された。ジェットコースタースト
レート先のコーナーでストップしていたのは、まさかの坪井
だ。スロットルのトラブルでパワーが伝わらなくなってしま
い、そのままグリーン上にマシンを止めてしまった。このフ
リー走行での坪井の周回数は０周。ノータイムだ。
　坪井にとってはレースに向けて確認したいことが多くあっ
たが、セットアップを一切進められないままフリー走行を終
えることになってしまった。前日の予選から、この週末の坪
井はどうにも歯車が噛み合わない。

　予選日に明暗が分かれたふたりだが、坪井は決勝での追い
上げを、阪口はさらなるポテンシャルアップを目指し、５月
22 日（日）の決勝レースに臨むことになった。タイヤに厳
しいオートポリスで、決勝レースは 42 周の長丁場。いかに
タイヤを保たせられるかも重要なレースだ。

PRACTICE
　一方の阪口だが、ピットアウト〜インを繰り返しながら
ロングランのセットを進めていく。前日の予選 Q1 から Q2
にかけての変更で得たヒントをもとに、さらなるポテンシャ
ルアップを目指しラップを重ねていった。
　最終的にこのフリー走行で 11 周を走り、４周目に１分
30 秒 172 というベストタイムをマーク。阪口のフィーリ
ングは「ニュータイヤでの予選ほど感触は良くなかったので
すが、ユーズドタイヤで感触が悪い方向になってしまったの
をエンジニアに確認してもらいました」と決勝に向けてさら
なる改善を目指していくことになった。

５月 22 日（日）　10:15 〜 10:45　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム　#38　坪井翔　──／ #39　阪口晴南　1'30.172



　フリー走行の後も快晴に恵まれ、気温 24℃／路面温度
44℃という初夏の暑さのなかで迎えた午後２時 30 分から
の決勝レース。それに先立つ８分間のウォームアップで坪井
は修復されたマシンの確認と、できる限りの決勝セットの確
認を行い、レースに臨んだ。
　迎えたスタートでは、11 番手からスタートした阪口は好
スタートを切る一方、13 番手スタートの坪井はやや遅れて
しまう。１周目、激しい攻防が繰り広げられるなかで３コー
ナーでクラッシュ車両が発生し、レースはいきなりセーフテ
ィカーランとなった。１周目、阪口はポジションを上げ 10
番手、坪井は３ポジションダウンの 16 番手につける。フリ
ー走行でセットを十分に確認できなかった坪井だが、そこま
で感触は悪いものではなく、４周目にリスタートを迎えると、
１ポジションアップ。５周目に突入する。
　坪井はさらに１〜２コーナーにかけて #7 小林可夢偉に仕
掛けていくが、「タイヤひとつ分車線があればブレーキが踏

めたのですが……。粘りすぎてしまった」と
タイヤに接触。#7 小林可夢偉はスピン、ク
ラッシュしてしまった。二度目のセーフティ
カーランとなるが、坪井もフロントウイング
にダメージを負い緊急ピットイン。この接触
で、坪井にはさらにドライブスルーペナルテ
ィも科されてしまった。
　これで坪井は大きくポジションを下げてし
まうが、一方でポイント圏内を争っていた阪
口は、フリー走行からのセット変更が功を奏
し「今まででいちばん」という好感触のもと、
セーフティカーラン明けにピットイン。アン
ダーカットを狙った。リスタート後もしっか
りと中団圏内を争うポテンシャルをみせ、ラ

イバルたちのピットインとともに順位も上がっていく。
　34 周目、全車がピットインを終えると、阪口の順位は８
番手。４番手からは僅差の争いとなっていたが、このあたり
の集団は阪口同様序盤にピットインしたグループで、タイヤ
をなんとか保たせながらの終盤戦となっていた。そんななか
でも、阪口はしっかりと最後までペースを保ちフィニッシュ。
８位に食い込み、今季開幕２大会での不振を払拭する待望の
初ポイントを獲得した。
　一方の坪井は、16 周目にペナルティをこなし、31 周目
にタイヤ交換を行うと、翌周に１分 28 秒 900 をマーク。
レース終盤は好フィーリングとともに前とのギャップを詰め
ながら、13 位でフィニッシュした。
　レースにタラレバは禁物だが、このポテンシャルがあり予
選でしっかりとアタックし、アクシデントがなければ入賞は
おろか、表彰台争いができていた可能性は高かっただけに、
坪井にとっては悔しい週末となった。

決勝レースRACE ５月 22 日（日）　14:30 〜　天候：晴れ　路面：ドライ
ベストタイム：#38　坪井翔　1'28.900（31L）／ #39　阪口晴南　1'30.204 (11L）



ドライバー／監督コメント

38　坪井 翔　SHO TSUBOI

39　阪口 晴南　SENA SAKAGUCHI

立川 祐路 監督　YUJI TACHIKAWA

COMMENTS

「本当に流れが悪い週末になってしまいました。フリー走行もロングランの確認がで
きず、ウォームアップでわずかに確認できアジャストしましたが、レースを走り出し
てみたら、やはりもう少しアジャストしたいところはありました。とはいえペースは
そこまで悪いわけではなく、なんとかポイントを獲ろうとオーバーテイクを仕掛けま
したが、２コーナーで小林可夢偉選手と接触してしまって。結果的にうしろにいた立
場ですし、ペナルティももらってしまいました。本当にもったいなかったです。タイ
ヤ交換後のペースはすごく良かったですし、何もなければポイントは獲れていたかも
しれません。予選からこの流れが始まってしまったので、直さなければいけません」

「フリー走行では、ユーズドタイヤでの変化などをエンジニアに確認してもらいまし
たが、その甲斐もあって決勝ペースでは昨年から通じてもいちばん良いくらいの感触
になっていました。ポイントも獲得できましたし、かなり前進していることを感じる
ことができました。ただ、今回『なぜここまで前進できたのか』をしっかりと確認し
ておかなければ、また予選日の走り出しのようになってしまいます。しっかりと自分
たちのなかに落とし込んで、次戦に繋げたいと思っています。とはいえ今回の結果は
今後が期待できる結果でもあり、内容でもありました。自信にもなりますね。ここか
ら上積みができるように、次戦以降もさらに頑張っていきたいと思います」

「阪口選手は今季苦しんでいましたが、予選から復調の兆しがあり、決勝でも戦える
レースができたので良かったです。得点もできましたが、それ以上に得たものが大き
かったですね。この先に向けて良い手ごたえがあったので、次戦さらに進めたいです。
一方で坪井選手は、今週走り出しから調子が良かったにも関わらず、力を出し切れず
に終わってしまいました。フリー走行でもトラブルがありましたし、レースでも接触
と難しい展開となりました。ペナルティも受けてしまい、小林可夢偉選手には申し訳
ないと思っています。残念なレースになりましたが、力はあるので、流れを掴み結果
に繋げられるようにしなければいけません。応援ありがとうございました」



リザルトRESULT
第４戦オートポリス　決勝結果
Pos.	 No.	 Driver		  Car				    Engine			   Laps	 Total Time	      Gap

1	 20	 平川亮	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:11'58.025	
2	 4	 S. フェネストラズ	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'00.335	 2.309
3	 55	 三宅淳詞	 	 TEAM GOH G01 SF19	 	 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'10.533	 12.507
4	 1	 野尻智紀	 	 TEAM MUGEN MOTUL SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'19.846	 21.820
5	 37	 宮田莉朋	 	 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'20.416	 22.391
6	 5	 牧野任祐	 	 DOCOMO DANDELION M5S SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'30.594	 32.568
7	 15	 笹原右京	 	 TEAM MUGEN BINGO SF19		 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'31.596	 33.570
8	 39	 阪口晴南	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'32.672	 34.646
9	 6	 大津弘樹	 	 DOCOMO DANDELION M6Y SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'33.602	 35.577
10	 50	 松下信治	 	 BYOUBUGAURA B-MAX SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 42	 1:12'34.435	 36.409
11	 18	 国本雄資	 	 Kids com KCMG Elyse SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'37.743	 39.717
12	 3	 山下健太	 	 REALIZE Corporation KONDO SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'44.385	 46.359
13	 38	 坪井翔	 	 P.MU/CERUMO･INGING SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 42	 1:12'56.956	 58.931
14	 64	 山本尚貴	 	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 41	 1:12'06.587	 1Lap
15	 14	 大嶋和也	 	 docomo business ROOKIE SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 1:12'46.216	 1Lap
16	 19	 関口雄飛	 	 carenex TEAM IMPUL SF19	 	 TOYOTA/TRD 01F		 41	 1:13'08.932	 1Lap
17	 53	 佐藤蓮	 	 Red Bull TEAM GOH G01 SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 40	 1:09'32.359	 2Laps

以上完走 ( 規定周回数　37Laps)
-	 36	 G. アレジ		 Kuo VANTELIN TOM'S SF19		 TOYOTA/TRD 01F		 36	 1:12'53.229	 6Laps
-	 7	 小林可夢偉	 Kids com KCMG Cayman SF19	 TOYOTA/TRD 01F		 4	 9'07.614		 38Laps
-	 65	 大湯都史樹	 TCS NAKAJIMA RACING SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 0	 -	
-	 12	 福住仁嶺	 	 ThreeBond Drago CORSE SF19	 HONDA/M-TEC HR-417E	 -	 -	

ドライバーランキング（抜粋） チームランキング
Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 1	 野尻智紀		 	 	 67
2	 20	 平川 亮	 	 	 	 60
3	 4	 サッシャ ･フェネストラズ	 	 35
4	 37	 宮田莉朋		 	 	 27
5	 5	 牧野任祐		 	 	 22
6	 50	 松下信治		 	 	 21
7	 55	 三宅淳詞		 	 	 18
8	 19	 関口雄飛		 	 	 13
9	 3	 山下健太		 	 	 10
10	 15	 笹原右京		 	 	 9

16	 39	 阪口晴南		 	 	 3
18	 38	 坪井 翔	 	 	 	 3

Rank.	 No.	 Driver				    Total	

1	 carenex TEAM IMPUL	 	 	 72
2	 TEAM MUGEN	 	 	 	 63
3	 KONDO RACING		 	 	 42
4	 DOCOMO TEAM DANDELION RACING	 30
5	 Kuo VANTELIN TEAM TOM’S	 	 26
6	 B-Max Racing Team	 	 	 21
7	 TEAM GOH	 	 	 	 21
8	 KCMG	 	 	 	 	 13
9	 TCS NAKAJIMA RACING	 	 	 6
10	 P.MU/CERUMO・INGING		 	 6


